
2022～2023年度

滝川ロータリークラブ
会長　　藤井　謙和

■ 例会日：毎週木曜 PM12:30より

■ 例会場：ホテル三浦華園

■ 住　所：滝川市花月町1-2-26

■ 電　話：(0125)-22-3344

■ ＦＡＸ：(0125)-24-2755

■ メール：takikawarc@gmail.com

■ WebSite：www.rotary.gr.jp

幹事報告
1.留萌RCより7月会報が届いております

2.第2510地区ハイブリッドカードを配布

致します。マイロータリー、地区HPやICT

委員会Facebookなど最新情報が提供され

ておりますのでご活用下さい。

3.コロナ感染が大変猛威を振るっている

状況を考慮し、8月の理事会で例会開催の

可否を協議しました。出席率が50%を下回るようであれば開催の

可否を検討させて頂きます。直前になって休会という場合もござ

いますので何卒ご理解の程お願い致します。

前回のプログラム（2）
（右の続き）右翼や軍閥がRCに弾圧を加えるようになり、戦後初

めて例会時に右翼団体の妨害にあったのは京都RCでした。当時の

石川会長は我々は地域社会の代表として例会に出席し研鑽を積ん

でいる。この活動は地域社会、国家の一部を明るくするもので、

延いては天皇陛下の御ためにも通じると右翼団体に諭しました。

それならば証を立てよと言われ、例会時に国旗の掲揚とロータリ

ーソングの前に国歌斉唱をする事を約したところ、退散していき

ました。これが国旗掲揚の経緯のようです。最後に、藤井会長が

野球に情熱を持っておられるので野球部の功績についても調べて

みました。1985年第4回甲子園大会に初出場初勝利をあげ、翌年

の第5回大会に準優勝に輝いています。大会最終日は1日で3試合

を行い、選手が11名しかおらず疲労のため優勝を逃したと思いま

す。これまで14回出場し11勝をあげております。

前回のプログラム [ 創立記念例会 ]

－ 創立記念例会 －
【親睦活動委員会担当例会】

滝川ロータリークラブ　

第60代会長

山口　清悦　会員

父がチャーターメンバーで

第1分区代理という任を仰

せつかっておりましたの

で、その時の資料をもとに

お話させて頂きます。1958

年8月18日スポンサークラ

ブの旭川東RC板井会長と伊

部政次郎ガバナーのご臨席

のもと創立総会を開催し、名実ともに「滝川ロータリークラブ」

が産声を上げました。その後11月13日に日本で271番目にRIの加

盟承認を受けました。チャーターメンバーは27名で例会場は名店

ビルのレストランでした。翌年の5月22日滝川市民会館において

チャーター伝達式を挙行し、滝川市第1番目の奉仕団体として対

外的奉仕活動が開始されました。また、現在の木曜フォーラムで

すが、当時は「炉辺会合」と呼ばれ、冒頭の20分程度は厳粛な学

びの場であり、その後懇親を深めたようです。木曜フォーラムと

呼ばれる様になったのは、第28代戸井康尭会長の時からだそうで

す。それから、RCが国旗掲揚をする経緯という資料を見つけまし

たのでご紹介致します。（左に続く）

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

藤井謙和・桜井寿紀・奥山かおる・高橋賢司・山口清悦
山口洋史

編集／クラブ会報委員会　　発行日：令和4年08月24日

出席報告　　　8月18日
会員数 病欠 免除 出席 欠席 出席率

88名 1名 4名 47名 41名 57%

第3305回　例会報告　令和4年8月18日（木）
会長挨拶

8月に入りまして2度目の例会でございますが、コロナ感染が更に急拡大しており本日は道内で過去最多の感染者

数でございます。そこで、例会の内容を変更し行いたいと思います。さて、8月は色々な行事がございますが、

15日に77回目の終戦の日を迎えました。会員の皆さんの中で戦争を経験された方は、数名しかおられないと思い

ますので当時の話を少しさせて頂きます。その日、父母や近隣の住民がラジオの前に集まり涙を流して天皇陛下

のお言葉を聴いておりました。幼少ゆえお言葉を理解出来ませんでしたが、何かとんでもない事が起こったとい

うのを肌で感じながら一緒に聴いておりました。その後、私たちの生活は今では考えられない程一変しました。

米、味噌や醤油がなく、父は母の着物を持って滝川や新十津川の農家をまわり、物々交換で米を貰って来まし

た。そんな暮らしが続き、高校生になっても麦飯と魚一切れのお弁当を持って行きましたが、農家の同級生は白

米でした。それから少しずつ生活が良くなり、昭和36年に会社に戻ってきた頃には、高度経済成長期真っ只中で、家庭や会社で自動車

を持たれる方々が急激に増加し、生活もとても豊かになりました。今の子供たちたちは少々恵まれすぎている部分はあるかもしれませ

んが、時代の流れですので否めません。ただ、この当たり前になった恵まれた環境を守るためにも戦争があってはなりません。最近す

っかり報道されなくなったウクライナとロシアの戦争や岸田内閣の動向を注視しなければなりません。常日頃からこのようなことを考

慮し、一つの団体として、それぞれの立場として何が出来るかを考え活動して参りましょう。


